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もっとA vallt口garde (ァバンギャルド)に!
一大好きなこのまちの未来に向けて

一
理事長内田悦輌

づくりの前衛的団体としての

自覚を持ちながら 地域の話

課題を自分たちで見つけ出し、積極的に取り組んでいくこ

口基本方針

「明るい畳かな社会J の実現をめざし 私たちは活動し

ていますが、自分自身のため、そしてまちのために本当に

価値のある活動ができているかどうか、私は疑間に思うこ

とがあります。

地縁的な社会関係が希革になっている中、青年会議所は

地域に根ざした青年の集合体として評価されていることは

事実であると思いますが、他に積の広がりを持つた団体が

少ないということで、存在が過大に言「価されているような

気もしています。

いつの時代も歴空を動かしたのは 「若い力」であると言

われます。

明治維新など既成の社会構造を積す原動力は確かに若
い力

でした。しかし、今、社会標とを覆すだけの資質と情熱を

私たち力持 ち合わせているのでしようか。

まちの中での様々な事業を通じてある程度の自己実現は

差jf されており、純織の■での研修を通じてある程度の自

己1ケ練も行われています。ただ、「何か力没 りないJ、冷静

に浦安J C の現状を見渡し考えたとき、こう感じるメン
バ

ーも少なくないと思います。

単に集まっていることを評価されるのではなく、「若
い力J

として活動が認識され、社会構造を少しでも変えることが

できたとき、模倣ではない独自性、こ体性を持つた何かを

浦安I C から発信していくことができたときに 地域のな

かでの青年会議所の本当の意味での評価が顕れてくるので

す。その「■価を受けるためには メンバ
ーー人ひとりの資

質の向上とあふれでる情熱力と になることは確かですc

では 青年会議所は何に取り組んでいくべきか、何を発

信していくべきでしようか。

それは今、可権な限り将来を見通しながら、著い力とし

て 「まちのためJ 「自分のためJ に前進するための行動を起

こしていくことだと思います。まちづくりの先駆け、地域

と力求切なのです。

現時点で評価を受けなくても5年後に評価される、そん

な活動を、失敗を恐れることなく展開していくことこそ、

私たち青年会議所としての使命であり、私たちに求められ

ているものです。

本年2 0 0 5 年、浦安青年会議所は創立2 5 年目の年を

迎えました。

i甫安市制施行の年に創立された浦安」C の店史は、浦安の

まちとしての発展の歴史であるとも言えます4

これまでの2 5 年間で浦安J C は、tl立以来 「1坊刺 「春

仕J 「友晴J の信条のもと、時代の要請とともに様々な事業

を展FTRし、まちづくりの前衛として活動してきました。そ

して、J C は多くの友情力と まれる上壌となり、その友情

の輪は確実に広がつています。

私は、この歴史と伝統を引き雑ぎ、新しい歴史のスタ
ー

トとして2 0 0 5年を位置づけ、自分たちの可能性を信じ、

自分たちをもっと料かせるため そして このまちの木来

に向け全差力で既けていきます。

まうづくりの担い手として、

大好きなこの活安の末宋に向けて、

冊 直ある活動を展開しよう!

B 事業計画

末来に向けた創立2 5周年事業の瞬解

地域の活力となる事業の展開

時代に対応した祖職作利の確立

向こコ蔭のための研をの充実

第3 8 回千葉プロック会自大会への支援 協力
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N E ttr FA C E ―新入会員を[鋼介します―

飯塚 統彦
1373年3月12日生

西川 嘉純
1976年3月25回生
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父の勧めにより
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(株)もしもしホットライン

スー′〔―バイザー

テニス、観「J

r地元藩安での交流を通し暇場とは
違, た人の輪を広チ 自らの成長を
提したい またふるさとお安をもつと

―      (株)ホテルオークラ東京ベイ
‐笹聴電   妥会販売部寝会セールス主任
■時 |   ドライブ
入なの白い 人脈を広するため

|■■| ■■ ■|   ■ ■■| | ■ |  ■|■ l r■!■ ■十ⅢⅢヽ ■,

探求したい」と思いました

2005年度委員会紹介

( 鶴 露難    套員長片踏
―
り

本年度の祐務委員会は、メンバ
ーの結束と浦安青年

会試所全体の運営を支えるサポ
ー ト役として全力をヽ

( して活動 していきます`

また、創J1 2 5 周年という飾目の年であることを安

横とし オヽ一ムページのよリ
ー唇の充サこや定款 譜規

定の兄直 し年にも取り組んでいきたいと思います.
一
年間よろしくお取いします。

( 2 S周年事業運営毒員会  

~

費員長精田―母)

f_/たち2 5 日午事業連常委員会では、創立から現在

に至るまでお安吉年会議所の忙史を感じられる式典の

岡住、そして有」立25伺午FE念事業として ロボット

をテーマに次代を担う子供たちに夢を与えられるよう

な事業を開催します。

また 9 月には千葉ブ■lック会員大会が浦安の地で

開催されることもあり、開催地青年会議所のメンバー

として、一人一人が力を出1! 切けたいという吉気込み

です。

年瞬よろしくわ lBい します ‐

当委員会は、t仕| ‖安青年会議所メンバーの 「友情J

を有んでいくために、「感謝J 「交流卜 「飛震J とい

う= つのテーマを基本とし、本年度活動 します,

〔読 楽姦
~~
姦貫十に ぅ

本年、私たち
Ⅲ
まち事業委員会

"
では、勝ち負けを

通し子どもたちの■きる力を有むための rわんばく相

接i市安場所』を, ど続き開催 していくと共に、今必要

とされている事業は何かを考え 地域の環境をテーマ

に事業を開催していきます.

本年度 研修奏貞会では
'
日本経活

Ⅲ
を, 一マとし

た,」会を開催いたしますⅢ大きなテーマで難しくなり

がちですが、厳置した講師をお招きして日本経済をわ

かうやす ( 解説し、また、経済を身近なものと考えら

れるlFl会の開能を日指しますⅢ

さらに、第一線で市躍する講師、者名人をお招きす

る事により、メンバーの出席率のよリ
ー
層の向上も考

えております. どうを、当委員会の例会を期待してIF

き、一年間よろしくお願t いヽたします.

離 姦  
―
蔦 繭 砲

不年度、会員拡大委員会ではJ C の魅力を■昨詔と、

志高き次代の人を一人でも多く増やしていくために、

「tl しいは会いJ を求めて 年FFH活動して行きたいと

思います=
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4 月第一祝会 創 立 2 5 周 年 記 念 「浦 安 R O B O T フ ェス テ イ
バ ル 」

担当 25周年事業選富委員会

(社) 浦安青年会議所は、4 月2 4 日 (日) 涌安市

文化会盗において、4 月第
一例会 「浦安RO B O T フエ

スティバルJ を開催します。

戦後日本が経済発展を遂↓対支術大国となつたその基

には 技術と引学の無限の可能性を信じる心と夢を実

現させるパワーがありました。

こんにちまで物的資源のない日本が、経済大日と言

われまでに発展できたのは、優れた技術があつたから

です。現在、11業分野を1:心に飛躍的に発展を遂げて

いる 「ロボットJ は、今後私達の生活分野においても

欠かせない行在となることでしよう。そして、今年安

如で開催される方博では100作を超すロポットが出展

される予定です。多くの企業や大学の研究開発の状"`

からも注目度の高い分野であり 今後の中夕い産業とな

りうるものだと思われます。

また、現在の日本では夢を持てない子どもたちが増

えていると言われております。

そこで次代を担う子どもたちに末来の可能性と大き

を夢を持ってもらうべく、「ロボットJ をテ
ーマに浦

安RO B O T フエステイバルを25 日年記念事業として開

催します。

今回、千葉工業大学未来ロボツト技術研究センタ
ー

(FtR O ) の吉田貴之所長のご協力により、モルフ3 (部

品代だけで3 0 0 0 万円) の解体LIV E、そして日テ

レの 「ワールド☆レコーズJ で枚映されている 「RO BC

O N EJ グランプリを誘致できることになりました。

皆様、脊つてご参加いただけますようお願いします。

子供と疾しそうに分解' 4

古口貴之所長

RO 田0つ Eヽてし つ いったシ
ーンが

見られるか3 ,

5月第一例会 創 25周年記念 「第18回わんぱく相撲浦安場所」

李中になって分解している

古国求芝所長とヽ ルフ3

日い日,■‐_■=■
■= ユt    ―

窮6回RKIB0 0 N E大吉の出場者達

(社) 浦安青年会議所の継統事業 「わんばく相撲浦

安場所J は今年18 回自を迎えます。

全目的に参FIB児童の減少によう 「わんぱく相撲J 参

加を辞選する青年会議所の多い中、浦安では毎年参lR

人数が増えております。昨年は600スを超える児童が

参加し、盛大なものとなりました。ここまで大きく閉

担当 まち事業委員会

催できるのも、皆様のご協力のお力■すであると存じます。

本年も創立 2s 周年記合事業として 「第 18 F わんば

く相撲iお安場所J を5 月21 日 (上) 浦安市市民体育館

のメインアリーナにて開催いたします。是非、皆ff観

戦にいらしてください。

本年もご協力の程、よろしくお願い中し上げます。
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▲ ‐韓 専

ヤ● 大塚転夫

キ● 島田奪孝

▲ 石井暁憲

飯輝統彦

杉鶴吉仁

林日菩行

● 宇観】控聞

▲  山津光愚

大塚孝爽

大寅雅之

芹I 光―

国中伸盤

西川裏純

自石仁美

阿久根心愛

石井暁憲

椛澤大樹

島調泰季

会員大会委員会

会員大会委員会

会員大会委員会

会長大会委員会

会員大会委員会

編 黛 後 訂 ――

2 0 0 5 年、「乙酉 (きのと とり,ど。二H り 1 2 0

年前の 「乙再J は明治 1 8 年。ヨ
ーロッパ型の内閣制度

をスタート、初代総理大とに伊藤停文が就任したて, 巡つ

て前卜1は昭和 2 0 年、戦後の日本がスタ
ートした年であ

る。どうやら 「乙西J は、新しい世の中がスタ
ートする

年となるらしい.

人口問題研究所の低位lL訂によると 今年日本人の人

口がビークとなり減少に向かう。日本人の減少という末

如の世の中が始まる。そんな大きな問題に我々に4rlrがで

きるのか。

長"“ヽの足髪の子であつた伊藤博文が終理大臣になった

ように 戦後復果から日本が世界有ltの経済大L‐になっ

たように、今年創立2 5 用年を迎える市安I C は、『もっ

とA v a n t 一 g a r d ● (ア′`ンギャル ド) |= !
―

志 ,きなこのまちの末来に向けて ―』、地域のために創

造し、活Shしていこうと思っています。

J Cブレス糠 長塚原敬夫


